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そこへ遙かの上から、ほたりと露が落
ちた＊ので＊、花は自分の重みでふら
ふらと動いた。

其邦貫侮繖議貧圭転爲砧欺雑貧，宸雑隅
咀彭徭附議嶷楚，戒痢痢仇辧士阻。 Ｃ 夢十夜 夏目漱石

あれば安心だ＊から＊、蒲団をもとの
如く直して、其の上にどっかり坐っ
た。

峪勣叫廉壓，厘祥慧伉阻，◆噐頁◆委恙
究№圻栖椎劔慧挫，銘銘屎屎仇恫貧肇。 Ａ

奥歯を強く咬み締めた＊ので＊、鼻か
ら熱い息が荒くて出る。

◆喇噐◆勍諸阻兩血，柵竃議犯賑貫映徨
戦㏍翌島。

Ａ

「負ぶって貰って済まないが、どうも
人に馬鹿にされて不可い。親に迄馬鹿
にされる＊から＊不可い」

“覚低嘘厘，輝隼噴蛍湖仍，徽頁鞭繁嘲的
匆寔鞭音阻，封崛勣鞭牌伏幻牌議嘲的，
鞭音阻陳。”

Ｃ

そうしてもう少し行けば分る様に思へ
る。分っては大変だ＊から＊、分らな
いうちに早く捨てて仕舞って、安心し
なくってはならない様に思へる。自分
は益々足を早めた。

厘㌫，壓吏念恠恠，匆俯氏㌫軟栖議。厘嗽
状誼，匯稀㌫軟栖朔，厚頁音誼阻，誼壓短
㌫軟栖岻念，鈎壼委麿胞渠，窒誼析頁伉
舞音逓。噐頁厘囹恠囹酔。

Ｃ

自分は蛇が見たい＊から＊、細い道を
何処迄も追いて行った。

厘載㌫心敷，◆宴◆乏彭弌抄匯岷硫昧
彭。

Ｂ

とうとう河の岸へ出た。橋も舟もない
＊から＊、此処で休んで箱の中の蛇を
見せるだらうと思っていると、爺さん
はざぶざぶ河の中へ這いり出した。

愁愁栖欺阻采眠。采貧短嗤播，采円短嗤
巻。厘胡胡壓㌫麿寄古氏壓宸隅唯和栖，
委㌃嶄議敷斑厘覇覇阻杏，峪需析勵勵皐
晴皐晴仇膚邦恠序采邦戦。

Ｃ

自分は虜だ＊から＊、腰を掛ける訳に
行かない。草の上に胡座をかいてい
た。

厘頁拳族，輝隼短嗤恙了，峪頁壓課貧徒
揚遇恫。 Ｃ

誰かが篝りを継ぎ足した＊ので＊、遠
くの空が薄明るく見える。

◆喇噐◆嗤繁壓音廖仇吏齡諮嶄耶会，◆
侭參◆垓垓李狛肇，爺腎和頁嗤乂裏裏窟
疏議。

Ａ

運慶が護国寺の山門で仁王を刻んでゐ
ると云ふ評判だ＊から＊、散歩ながら
行って見ると、自分より先にもう大勢
集まって、しきりに下馬評をやってい
た。

油繁傍塰伯壓擦忽紡議表壇侃震畔藍№，
厘鈎柊化岻宴，浯肇覇覇，峪需厮嗤俯謹
繁曳厘枠欺匯化，壓椎戦音廖仇佚笥咏
胎。

Ｃ

所が見て居るものは、みんな自分と同
じく、明治の人間である。其の中でも
車夫が一番多い。辻待をして退屈だ＊
から＊立っているに相違ない。

徽頁栖鉱心議繁，脅効厘匯劔，畠頁苧嵶
扮旗議繁。凪嶄喩參概健肖謹。宸乂概健
彈頁吉核人吉誼涙祖◆遇◆狛栖鉱心議。

Ａ

「能くあゝ無造作に鑿を使って、思う
様な眉や鼻が出来るものだな」と自分
はあんまり感心した＊から＊独言の様
に言った。

“喘壺徨泌緩只音将伉，端谷才映徨捷嬬昧
伉侭圀仇震竃栖陳。”厘套捲誼励悶誘仇，
音鋤徭冱徭囂軟栖。

Ｃ

「なに、あれは眉や鼻を鑿で作るん
ぢゃない。あの通りの眉や鼻が木の中
に埋ってゐるのを、鑿と槌の力で掘り
出す迄だ。丸で土の中から石を掘り出
す様なものだ＊から＊決して間違う筈
はない」

“填，椎音頁壓喘壺徨壺震端谷才映徨。宸
端谷才映徨云頁托茄壓直嵎嶄議，麿涙掲
頁処彭壺徨才憾徨議薦楚委端谷才映徨遥
竃栖意阻。宸祥泌揖喇輿嶄遥竃墳遊匯
劔，◆咀緩◆畳音氏竃危議。”

Ａ

自分は此の時始めて彫刻とはそんなも
のかと思ひ出した。果してそうなら誰
にでも出来る事だと思ひ出した。それ
で急に自分も仁王が彫って見たくなっ
た＊から＊見物をやめて早速家へ帰っ
た。

厘宸扮嘉姉隼嗤侭歴：侭僚拒震，祥頁宸担
指並宅？厘㌫：寔勣泌緩議三，難音頁涙繁
音氏晴！噐頁，厘匆独音式棋阻，埔埔圀
編，㌫拒竃倖畔藍栖。◆葎緩◆，厘音壅鉱
心，枯諸指社阻。

Ａ

然し捕まへるものがない＊から＊、次
第々々に水に近附いて来る。

音狛曾返匆涙侃辛廛妬，峪頁壓幟愁俊除
邦中。

Ｃ

鏡に映る影を一つ残らず見る積りで眼
を見張ってゐたが、鋏の鳴るたんびに
黒い毛が飛んで来る＊ので＊、恐ろし
くなって、やがて眼を閉ぢた。

厘吃寄彭曾凛，音斑承徨戦議尚℡息肇匯
泣匯砧，徽頁儒偽耽㍊匯和，菜菜議遊窟
祥昧彭敬竃栖，◆聞◆厘埆栖埆墾殿，侭
參短匯氏隅厘祥委凛商液貧阻。

Ｂ

母の考えでは、夫が侍である＊から
＊、弓矢の神の八幡へ、こうやって是
非ない願を掛けたら、よもや聴かれぬ
道理はなかろうと一図に思い詰めて居
る。

銚牌鬲穫仇㌢佚，◆屡隼◆嬋健頁冷平，
◆椎挑◆徭失宸担怒栖汝箔広文岻舞議伊
瓲舞涙胎泌採紗參隠嗷，寄古音氏音尖嫁
議杏。

Ａ

子供は能く此の鈴の音で眼を覚まし
て、四辺を見ると真暗だものだ＊から
＊急に脊中で泣き出す事がある。

頃徨吏吏瓜槽蕗崖佰，尠凛李需巓律匯頭
那菜，嗤扮◆宴◆壓銚牌嘘貧図軟栖阻。 Ｂ

庄太郎は元来閑人の上に、頗る気作な
男だ＊から＊、ではお宅迄持って参り
ましょうと云って、女と一所に水菓子
屋を出た。それぎり帰って来なかっ
た。

廸湊隻云祥頁倖椀繁，紗貧伏來葎繁訪
酔，◆宴◆傍祇：“椎挑，厘逸低鎮指社肇
杏。” Ｂ

そうして難関に出会っても存外どうに
かしてそれを切り抜けて行く。どうに
も抜けられない難関というのはきわめ
てまれだ＊から＊である。

軸聞囑欺佃購，匆嬬竃繁吭翌仇㌫隈譜隈
喝姫狛肇。◆咀葎◆云栖弊貧祥自富嗤涙
隈局狛議佃購。

Ａ

研学の徒はあまり頭のいい先生にうっ
かり助言を請うてはいけない。きっと
前途に重畳する難関を一つ一つしらみ
つぶしに枚挙されてそうして自分の
せっかく楽しみにしている企図の絶望
を宣告される＊から＊である。

椎乂貫並親冩議僥伏，音勣煤叟㏍遊辻狛
噐艦苧議析弗肇箔縮。麿氏委畏壓念中議
嶷嶷佃購，匯倖音息仇才徒熔竃，聞低斤
徭失圻栖篠參豚李議、仭逗亭祥議柴皿恢
伏蒸李。

Ｃ

そうしてそれは、そのはじめからだめ
な試みをあえてしなかった人には決し
て手に触れる機会のないような糸口で
ある場合も少なくない。自然は書卓の
前で手をつかねて空中に絵を描いてい
る人からは逃げ出して、自然のまん中
へ赤裸で飛び込んで来る人にのみその
神秘の扉を開いて見せる＊から＊であ
る。

宸嶽㌔沫、俯謹頁椎乂蝕遊祥音糊晦編議
繁侭涙隈当欺議。◆咀葎◆寄徭隼氏貫椎
乂崩返祥恫彑念㏍腎嶄宙紙夕鮫議繁議中
念聡恠，万率鏡劾彭椎乂橿附黛悶閏秘寄
徭隼山宇議繁嬉蝕徭失舞蜘議寄壇。 Ａ

頭のいい人は批評家に適するが行為の
人にはなりにくい。すべての行為には
危険が伴なう＊から＊である。

遊辻挫議繁癖栽恂答得社，抜載佃撹葎佩
強社。◆咀葎◆侭嗤議佩強脅育昧彭裡
⑫。

Ａ

頭の悪い人には他人の仕事がたいてい
みんな立派に見えると同時にまたえら
い人の仕事でも自分にもできそうな気
がする＊ので＊おのずから自分の向上
心を刺激されるということもあるので
ある。

遊辻岳産議繁悳頁杯套艶繁議垢恬撹示，
揖扮嗽状誼徭失匆嬬頼撹椎乂琉寄繁麗議
垢恬。◆葎緩◆，麿議貧序伉徭隼嬬校音
僅誼欺爾潜才皇玲。 Ａ

街道が大きい＊ので＊、人どほりがさ
う繁くないように思われる。

瞬祇載錐姓，佩繁◆宴◆⑪誼蓮富。
Ｂ

ゆうべは豚の兒を撫でてやった＊から
＊、今年は運が開けるだろう。

恍爺絡貧硯寵阻弌幎徙，書定繍氏恠挫塰
杏。

Ｃ

棒きれを足にくくり付けて辷る真似を
するのである＊から＊、童子どもはこ
ろころと轉がった。

麿断委直漉鰯壓重貧僥恂錆僣強恬，◆侭
參◆計計砲宜壓仇貧 Ａ

訳文

注：分類欄に記載されている記号は次の意味を表す。
　　　A＝「原因・理由を表すもの」、Ｂ＝「接続機能を持つもの」、Ｃ＝「無標」
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安料理の匈牙利グラシュが、一萬五千
クロネである＊から＊、なるほど、
「あそこの飯は少し高いよ」であっ
た。

奉噐宴卷傾暇議俎兩旋芸傾肖隼辺阻厘
1500針席。惚隼頁“椎戦議傾暇辛嗤泣酷
兔”！

Ｃ

食店のあるところから以下には間道が
ある＊ので＊、僕はそれを下りた。

貫傾鋼侭壓岻侃吏和恠，嗤匯訳雅揃，厘
頁貫椎戦和議表。

Ｃ

然るに、明治の文学は西洋流を交えた
＊から＊與謝野鐵幹さんあたりの国詩
革新のこゑを急先鋒として、「あまき
口づけ」といった調べの短歌なり新体
詩なりが、幾つも出た。

音狛，苧嵶猟僥哈序廉剴欠鯉，參嚥仍勸
鑓孤侭窟竃議忽鮒醐仟開咏葎識枠傑，枠
朔窟燕阻俯謹№“矢築議薮恁”椎劔匯嶽距
徨議玉梧、仟悶鮒。

Ｃ

接吻のことを漫然と書いて来て、
sittliche Entrustung という語を僕
は聯想すべきであろうか否かとふと
思ったが、それは恐らく無益であろ
う。大地震で日本はひどい目にあっ
て、僕も少しはもののあはれを感じた
ような気がする＊から＊である。

佚永祥俊稜諒籾亟阻蝕栖、厘音岑祇乎音
乎選㌫欺“祇吶貧議鯨信”宸倖簡，音狛宸
嶽選㌫訊殿頁予斥涙吩議。寄仇寳聞晩云
檀鞭阻腎念墻佃，厘匆謹富嗤匯泣“湖麗佶
名”。

Ｂ

ただ僕は「口づけ」といふ日本語はど
うもまづいと思っていた＊から＊、い
まだにそれが気にかかってゐる。

音狛厘悳状誼“薮恁”宸倖晩囂喘簡湊彎
喪，⑬壓挽喉喉噐山。 Ｃ

ではなぜ我我は極寒の天にも、将に溺
れんとする幼児を見る時、進んで水に
入るのであるか？救うことを快とする
＊から＊である。

椎挑厘断葎焚担壓混絶缶糠議爺賑戦，需
欺佩繍貞棒議嘛隅，勣麼強仇和邦肇屆照
椿？◆咀葎◆屆照頁匯嶽酔赤。

Ａ
侏儒の言
葉

芥川龍之
介

今人は誰も古人のように幽霊の実在を
信ずるものはない。しかし幽霊を見た
と言う話は未に時々伝へられる。では
なぜその話を信じないのか？幽霊など
を見る者は迷信に囚はれて居る＊から
＊である。

⑬壓短嗤繁№硬繁椎劔㌢佚喞痩議贋壓，
徽頁珊将械油欺嗤繁傍心欺阻喞痩。椎担
葎焚担音㌢佚宸嶽三椿？◆咀葎◆心欺喞
痩議繁頁鞭欺痴佚議崩舷。 Ａ

ではなぜ迷信に捉はれているのか？幽
霊などを見る＊から＊である。

椎担葎焚担瓜痴佚簾哈廖阻椿？◆咀葎◆
心欺阻喞痩。

Ａ

第一紛らはしくて、似た木が多い＊か
ら＊、はっきり楢と分らせるように書
けたとすれば、余程の腕前です。

遍枠，㌢貌議峯直載謹，否叟詞㍼，◆侭參
◆，勣亟誼斑繁匯心祥岑祇頁枹峯，祥誼
嗤㌢輝議云並。

Ａ 信濃の話 川端康成

月見草や百合ですと、花の色や形は手
軽に書けるでしょうが、花の大きさ、
寸法を書き忘れると、それに似た大き
い花や小さい花がいろいろある＊から
＊まちがってしまいます。

祥傍勸匚栖㌧賜為栽，軸聞辛參酒苧仇亟
竃雑議冲弼才侘彜，勣頁梨阻亟雑議寄
弌，樫雁，◆咀葎◆珊嗤光嶽光劔嚥凪㌢
貌議寄雑才弌雑，◆匆◆祥佃窒吾危。

Ａ

文学の話よりも木の話の方が気が楽で
あります＊から＊、ついでに信濃で天
然記念物に指定されてゐる名木奇木の
二三を言ってみます、……

曳軟猟僥議三籾栖，峯直議三籾厚紗煤
防，◆侭參◆，俊彭厘祥勣傍傍壓佚敵瓜
峺協葎爺隼射廷麗議曾眉嶽兆峯謎直。

Ａ

この飛び離れてあるのが、植物分布学
上から見て面白いといふ＊ので＊、天
然記念物に指定されたのだそうであり
ます。

宸嶽柳宣，貫峅麗蛍下僥貧栖心頁載嗤箸
議，◆侭參◆瓜峺協葎爺隼射廷麗。

Ａ

繼つ子の、さすらひ人の、つむじまが
りの、土臭い人情家の貧乏人の、反逆
児でありました＊から＊、今日あらし
めたならば、都人士のウインタア・ス
ポオツや避暑を皮肉って、諷刺詩人と
なりまして、みなさんもこつぴどくや
つつけられてるかもしれません。

◆咀葎◆麿頁写徨、送惜宀、行跂宀、輿析
丹才博繁議菟剃宀，◆侭參◆，泌惚麿軟
棒指伏，匆俯祥氏遥逗廓戦繁議喬湿塰強
才歪湿閲菩，撹葎匯兆訣缶鮒繁，幗了匆
勣壟欺好似阻杏。

Ａ

信濃から出た大文政家という＊ので
＊、また上林温泉に別荘も持ってゐた
し、信濃には、この譯柳氏が字を書い
た記念碑は多いようであります、……

◆咀葎◆麿頁貫佚敵竃栖議猟縮字購議寄
繁麗，◆侭參◆壓貧梁畑匆嗤艶捧，壓佚
敵挫№匆嗤俯謹射廷窺亟彭宸倖夾遭議
忖。

Ａ

一茶の墓よりも三倍も四倍も背が高く
てありがたように見えます＊から＊、
うっかりしますと、一茶の墓の方は
そっちのけで、この譯柳政太郎の方を
拝んでしまう人がありようでありま
す。

遇壓匯画長都議窺，心貧肇曳匯画議長勣
互眉膨蔚，◆侭參◆不音藻舞，祥嗤繁委
匯画議長遡壓匯円隅，廬遇歌維夾遭屓湊
席亟議窺。 Ａ

私の書きますものなどは、頗る非信州
風、反信濃風ぢゃないかと考へられま
す＊ので＊、それでひとつ信濃を書い
てみようかと思ひ立って、三四年信濃
を勉強してみるつもりで、去年から
ちょいちょい信州へ来てるんですが、
信州の人情風俗が好きといふわけでは
決してありません。

厘亟議恬瞳，音頁脅辛參心撹掲佚巒欠
鯉，郡佚敵欠鯉議宅？侭參厘㌫亟匯亟佚
敵，旺嬉麻喘眉膨定議扮寂栖僥楼佚敵，
遇拝貫肇定祥扮械欺佚敵栖，徽宸畳音吭
龍彭厘浪散佚巒議欠没繁秤。 Ｃ

果亭の土地の人、つまり戸隠温泉あた
りの人は、あんたの絵はただ貰うのも
あまりありがたくないというわけで、
便所の壁や襖の破れに貼ってゐたが、
値が出たのに驚いて、勿體らしく持ち
出したもんだそうで、そんな風だ＊か
ら＊、いい絵は殆ど故郷に残っていな
い。

惚佑議社㍗繁，軸薩咨梁畑匯揮議繁，状
誼低議鮫頁勣栖議，匆音氏湊寇炉，祥喘
栖冊嘩侭議能謁才崕壇議篤挟，遇斤原熱
宜載郭妾，珊音參葎隼仇壓繁念戻軟。◆
屎咀葎◆泌緩，惚佑議挫鮫叱窄脅短藻壓
絞㍗。

Ａ

一茶の柏原よりも下々の下の不毛の地
だったんでしょう＊から＊、大名の参
勤交代もなくなり、……

宸曳匯画議椅圻厚頁吉遇和岻議音谷岻
仇，◆侭參◆匆短嗤寄兆肇臭薩態送數
需。

Ａ

月の名所としては碓氷より姨捨山が昔
から名高く、新古今集以来和歌にも、
また俳句にも盛んによまれて、一個の
小文学史を作ってるほどです＊から
＊、それだけでも終わりに触れておく
つもりでしたが、時間がありません。

恬葎浜埖議覆仇、厂普表徭栖曳輳甥珊竃
兆、壓《仟硬書鹿》參栖議才梧參式拿鞘戦
昧侃辛需、餓音謹更撹阻匯何弌猟僥雰。
◆侭參◆、厘云㌫恷朔祥緩壅霧霧、徽厮
将短嗤扮寂阻。

Ａ

私はこの言葉に惹かれます＊から＊、
自分でもよくこの言葉を揮毫します。

厘葎宸鞘三侭嬉強，徭失匆械械慕亟宸鞘
三。 Ｃ

美しい日
本と私

川端康成

西洋の庭園が多くは均整に造られるの
にくらべて、日本の庭園はたいてい不
均整に造られますが、不均整は均整よ
りも、多くのもの、廣いものを象徴出
来る＊から＊でありましょう。

廉剴議優坩寄脅秀夛誼斤各譲財，㌢曳岻
和，晩云議優坩匯違脅秀夛誼音斤各，宸
賜俯◆頁咀葎◆音斤各曳斤各醤嗤厚謹、
厚鴻議℡尢吭龍。

Ａ

陶工による人工ではなく、窯のなかの
自然のわざです＊から＊、窯変と言っ
てもいいような、さまざまな色模様が
生まれます。

万音頁竃徭盲垢議返簒、遇頁竃徭劼戦議
徭隼紗垢，◆侭參◆恢伏阻辛各葎“劼延”
議嶽嶽雑瞭。

Ａ

少なくとも、わたくしはこれまでに見
たことはありません＊ので＊、「一期
一会」と言えるかもしれません。

崛富，厘肉書隆奚需狛，◆侭參◆匆辛參
傍頁“峠伏叙需”。 Ａ

美の存在
と発見

川端康成

まあ平凡な教訓めいた受け取りようを
されるおそれがあります＊ので＊、こ
の一句だけではとためらいましたほか
の句を添へて揮毫しました。

厘毅伉瓜輝撹析伏械霧栖俊鞭，◆侭參
◆，載嗅團峪亟宸匯遍栽癖嚥倦，宴嗽屍
坐紗貧凪麿議拿鞘：

Ａ
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もしあるとしますと、戸隠、飯綱、妙
高などの山のふもとの高原です＊から
＊、冬の夜空は凍るように高く冴え
て、じつに多くの星を現はし、その星
は降るようにきらめいていたかと思わ
れます。

邪泌椎頁麿指欺絞㍗朔亟議，椎担，椎戦
頁薩咨、傾跨、虫互吉表卒議互圻，辛參㌫
℡，喬爺議匚腎頁互垓賠絶議，嗅泌蹄恭
阻匯違，遇涙方議佛佛嗽竃短爺円；椎乂佛
佛妝彭凛商，径倹勣週鯛和栖。

Ｃ

わたくしは新茶をよろこぶ心で淹れま
した＊ので＊、圓やかにあまいよう
な、やはらかいかをりに出ました。

厘參瞳晦仟画議伉秤，乍阻匯鵜画，◆侭
參◆鵜嶄闘竃匯紘梁搾、己胆、悲才議賠
㌧。

Ａ

宇治は静岡とならんで、日本茶の二大
名産地です＊から＊、静岡の茶畑と言
えば宇治を思ひ浮かべるのは、あたり
まえの連想でつまらないようです。

嚴嵶嚥床股馴兆，頁晩云議及屈寄恢画
仇，◆侭參◆，傍欺床股議画坩祥㌫軟嚴
嵶，宸貌窄匆頁尖侭輝隼議選㌫。

Ａ

紫式部が宇治をその場所にして書きま
した＊ので＊、後の世に読む人も、そ
の場所は宇治でなければならないと思
わせられる、……

從塀何委嚴嵶恬葎椎嶽魁侭栖宙亟，◆侭
參◆朔弊議響宀，匆状誼椎嶽魁侭哘乎頁
嚴嵶。

Ａ

京都の嵯峨あたりの竹林、また京都よ
りも、わたくしのふるさとに近い、山
崎や向日町あたりの、筍を養ふための
竹林を見ていました＊から＊、その竹
林の美しい竹の「筒のなか」が光っ
て、かぐや姫がいたと思いました。

厘蹄李狛奨脅疣矩匯揮議幢爽，蹄李狛宣
厘社㍗曳奨脅珊除議表鍋才㏍晩隨匯揮嶽
峅幢桝議幢爽，◆侭參◆，厘祥㌫℡，壓椎
乂幢爽戦，胆洗議“幢猷”描描窟高，戦中
廖彭匚啌磁。

Ａ

これはつまり、最高のものに触れてい
たのです＊から＊、いいことだったの
でしょう。

宸祥頁傍，厘俊乾議頁恷互議胆，◆侭參
◆頁挫並。 Ａ

ここに、わたくしがとつぜん縄文など
を持ち出したのは、戦争後、最も大き
く新しく発見され、感得された日本の
美は、縄文の美ではないかと思ふ＊か
ら＊であります。

宸戦，厘◆岻侭參◆融隼戻欺服猟，頁◆
咀葎◆厘状誼，媾尸參朔厘侭窟⑬才湖鞭
欺議恷寄恷仟議晩云胆，音祥頁服猟岻胆
宅？

Ａ

自分もまたニルスとともにその声を発
しているという、浄められ高められる
感情をあじわいえたのです＊から＊。

厘状誼，徭失匆壓揖鶴櫛帽匯軟窟竃椎蕗
蕗柵紺，◆咀遇◆湖鞭欺匯嶽瓜昌晒阻議
互賓議秤湖。

Ａ

あいまい
な日本と
私

大江健三
郎

それをここで念を押したいのは、あい
まいなという日本語を英語に訳す場
合、いくつもの訳語が考えられる＊か
ら＊です。

厘◆岻侭參◆蒙吭戻欺宸匯泣，◆頁咀葎
◆喘哂囂鍬咎“衽蛋”宸倖晩囂汽簡扮，辛
參嗤飛孤咎隈。

Ａ

自分の作品を、虚無と批評する者がい
るが、西洋流のニヒリズムという言葉
はあたらない、心の根本がちがうと思
う、道元の四季を歌った歌も「本来の
面目」と題されているが、それは季節
の美しさを歌いながら、じつは強く禅
につうじたものなのだ＊から＊。

嗤繁答得厘議恬瞳割諾倡涙，辛万抜旺音
憲栽廉圭議倡涙麼吶，椎◆頁咀葎◆将狛
阻踐議垉絞。

Ａ

「あの牡鶏は、雛から育てたのです＊
から＊、つまり啼方をしらないんで
しょう。……」

“椎峪巷痔，頁貫嘛鴨扮旅劍議，◆侭參◆
万音岑祇奕担嬉貯。……” Ａ 牡鶏の記 斉藤茂吉

牡鶏にはその性質と伴うてもう一つの
性質があった。牡鶏は女や子どもを襲
う＊ので＊、子供などはたびたび泣き
ながら家に逃げ込んで来た。

巷痔珊嗤嚥宸嶽來鯉㌢育昧議総匯嶽來
鯉。椎祥頁遁減溺繁才頃徨。弌頃耽耽図
出彭怒指社栖。

Ｃ

赤児を抱いて庭を逍遙している妻がた
まさか悲鳴をあげる＊ので＊、「何の
ざまだ、それは。……そんな下等なこ
えを出すもんでない」など僕は云い云
いした。

油欺宇彭嘛隅壓垪徨戦椀剛議曇徨融隼妾
出，厘奚謹肝宇垤：“低心低椎険俑劔！低
奕担嬬出誼椎担佃油椿？” Ｃ

そして禽獣の徒は、フロイドなどの
謂っている、autoerotische
Befriedgung ということが無い＊から
＊こういう形式を取るに違いなかろう
というように思ったのであった。

厘㌫欺阻培舗岻窃彈頁◆咀葎◆短嗤献代
卅蟻侭傍議椎嶽“徭厘來圀議諾怎”◆侭參
◆勣寡函宸嶽侘塀。 Ａ

僕は牝鶏一つでは不足だろうと思った
＊ので＊今度は二つ買ってやった。羽
の白い丈夫な牝鶏であった。

厘状誼汽劍匯峪銚痔悳頁髪唆，◆噐頁◆
匯和徨択栖阻曾峪，頁曾峪宗彝議易銚
痔。

Ａ

牡鶏は丈夫な牝鶏二つ率いて毎日焼あ
とで遊んでいた。卵も生むし、牡鶏も
得意な風をしている＊ので＊僕は心中
秘かに満足した。

巷痔耽爺糟彭曾峪宗彝議銚痔壓諮墻凖峽
柊化。銚痔嬬伏軌，巷痔匆⑪誼噴蛍誼吭，
厘伉嶄葎岻敗浪。

Ｃ

「鼬というやつは幾晩も隙を狙うもの
と見えるね。そして咽笛のあたりに飛
ついて、頸動脈から血を吸うものだ。
その動脈のあり場所をよく知っている
＊から＊溜まらんね」

“仔報税宸社誌心劔徨厮将銭偬叱倖匚絡
壓椙篇腎篭。万頁枠勍廖痔議鷺砿，隼朔
貫庄強琢簾僮。万岑祇強琢議了崔，痔◆
祥◆峪嗤崩返棋頴阻。”

Ｂ

「馬鹿いえ。おれが皆食う＊から＊、
おれによこせ」

“艶鮭傍伊祇！厘脅委万郭和肇，酔公
厘！”

Ｃ

蟻が畳の上に上って来ることがやまな
い＊ので＊、蟻との戦争は特に苦し
い。

◆喇噐◆滝厦挽隼点貧厘議藹藹致，厘嚥
滝厦議媾尸釈逗弯蒸。 Ａ 蝦と蟹 阿部次郎

それでも俺は猶、旨い＊から＊蝦と鰤
とを食うのである。

隼遇，◆喇噐◆龍祇亙胆，寄郎，俣噬厘孚
郭音列。

Ａ

うるさい＊から＊猶蟻を殺すのであ
る。

◆喇噐◆綜繁網凵，滝厦厘孚姫音列。
Ａ

俺が洗い桶を手に持って立っている＊
ので＊、蟹は逃げ路に困って暫くまご
まごしていたが、遂に一飛び飛んで水
落しの中に隠れてしまった。

我手提水桶站着，螃蟹无路可逃，手忙脚
乱地爬转一阵，终于奋力一跳，跳进水道
口躲起来。

Ｃ

山房の山に自生していた＊ので＊、主
人も今年初めて気が附いたと云われ
る。

象傍，万徭伏徭海壓表型議表貧，麼繁匆
頁書定◆嘉◆窟状。 Ｂ 雑木の花

与謝野晶
子

「木藤」と「豆藤」とは花の形より云
い、「木ふじ」とは此の果の粉末を
「ふじ」（五倍子）の代りとして、以
前婦人の歯を染める時の「ふしの粉」
に廣く用いた＊から＊の名である事が
推定される。

辛參容僅，“直儲”才“狭儲”頁祥雑侘遇
冱，“直励蔚徨”夸頁◆咀葎◆緩惚議頚挑
辛旗紋“励蔚徨”，恬撹“励蔚徨頚”，喘栖
半溺繁兩掛，◆絞遇◆誼兆。

Ａ

それから二三日して、神奈川縣都岡村
の久保田氏の令嬢が来られた＊ので
＊、壺に生けた此花の名を聞くと、令
嬢の村では「灯心木」とも「ゴンズ
イ」とも云う相である。

曾眉爺參朔，舞栂寒⑮脅股翫消隠弥枠伏
議認署栖恵，厘諒慢峨壓雑匿嶄宸嶽雑議
兆忖，慢傍壓慢断翫嶄緩雑出恬“菊伉
直”，匆出恬“幡殕”。

Ｃ

後者の意味は解らぬが、前者は子供が
此木の髄を引き出すと灯心に似た物が
採れる＊から＊だと話された。

慢傍，朔宀議吭房慢音岑祇，念宀岻誼兆
◆頁咀葎◆弌頃渇函緩峯議直毎辛參誼欺
除貌菊伉議叫廉。

Ａ

併し「ゴンズイ」と云う名の木は「み
つ葉卯つ木科」（一名省こ沽油科）の
一種にもあって「權萃」と書かれてい
る＊から＊「木藤」をも学問的に「ゴ
ンズイ」と云うか否かは再考の余地が
ある。

音狛，兆葎“幡殕”議峯匆奉噐“眉匐眉今雑
親”（匯兆福港嗟親）岻匯嶽，侭參亟恬“幡
殕”。◆咀緩◆，貫僥宝貧傍嬬倦各“直儲”
葎“幡殕”賓嗤臥深議噫仇。 Ａ
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是れなどは「論より證據」で、学問の
方が誤っているとも云えるが、寒地と
暖地に由って花の発育に差があるかも
知れず、同じ木な中にも特異性がある
かも知れない＊から＊、或る土地で、
或る学者が見た或る木藤の花は、二寸
乃至三寸の長さに止まっていたとすれ
ば、学問上の記載が必ずしも誤りだと
は断ぜられない。

宸痛頁“並糞覆噐崎胎”，匆辛參傍頁僥宝
嗤列。傍音協頁混揮嚥梁揮岻音揖擬崑雑
施窟圄貧議餓呟，傍音協頁揖匯嶽峯匆嗤
蒙呟來。泌惚蝶僥宀壓蝶仇心欺議直儲雑
峪嗤屈眉雁海，宴音嬬僅冱僥宝貧議芝墮
頁危列議。

Ｃ

人が花や鳥獣を愛するのも、其等の物
を擬人して眺める＊から＊である。

繁◆岻侭參◆握雑施抵舗，匆◆頁葎阻◆
斤万断恬亭繁晒議仞浜。

Ａ

桜を中心にしてあこがれて居た春は余
りに呆気ないものだと、どの年の春に
も悔みながら、やはり春と云うと桜が
重要な目標になる＊から＊可笑しい。

虽然每年春天人们都抱怨自己憧憬的以樱
花为中心的春天过于乏味，但一提起春天
又总是把樱花作为重要目标，着实可笑。

Ｃ

人間は「忘却」と云う「期待」と云う
自己催眠法を知っていて、この二つを
無意識に使い分ける＊ので＊、長い哀
愁も実はそう長い刺戟を持たず、短い
歓楽が却て長い楽しい思出になったり
もする。

人还懂得一曰“忘却”二曰“期待”的自我催
眠法，并能无意识地分别使用这两者。◆
于是◆长久的哀愁实际上也不具有那么长
久的刺激作用，短暂的欢乐却反而变成了
长久的回忆。

Ａ

下宿の中庭に瓢箪の形をした池があっ
て、池の中には木や竹の屑が一ぱい散
らばっていた＊ので＊、私はこれに鯉
を放つのを不安に思ったが、暫く考え
た後で矢張りそうした。

房东家的当中院子里，倒是有个瓜瓢状的
水池，可上面浮满了乱扔的树枝和竹片，
把鱼放养在内，我不放心。 Ｂ 鯉 小懸鉙屈

その年の冬、私は素人下宿へ移った。
鯉をも連れて行きたかったのだが、私
は網を持っていなかった＊ので＊、そ
うすることは出来なかった。

輝定喬爺，厘算阻匯社音械辺廖翌繁議型
叫，輝扮載㌫委扇噬匯軟揮恠，辛頁短嗤
戚利，◆峪挫◆遡和。

Ｂ

はじめの日、二ひきの小さな鮒を釣り
あげた＊ので＊、之をそこの下宿の主
人に見せてやった。

及匯爺，許貧栖曾訳弌誧噬，厘鎮公型叫
析医心。 Ｃ

青木の霊が彼の愛人を誤解してはいけ
ない＊ので＊、こゝに其の全文をかゝ
げる。

葎聞楳直議痩至音崑列盾麿議隆脂曇，蒙
繍乎佚畠猟芝村壓緩。

Ｂ

琵琶の実はすでに黄色に熟していて、
新鮮なる食欲をそゝった。そして池畔
の種々なる草木は、私の体を二階の窓
からも露台の上からも見えなくしてい
た＊ので＊、私は釣竿を逆さにして、
琵琶の実をたたき落した。

菫菲議惚糞厮将仔母，貫遇哈軟厘㌫晦晦
亙惚議奮圀。遇拝学渡議光嶽課直畠脅海
誼互侮誰畜，象厘鉱賀，音砿頁貫促貧完
笥侃，珊頁貫剩岬貧，脅涙隈心欺厘議附
唹。◆咀緩◆，厘宜燐彭許戸，委菫菲議惚
糞巴嬉和栖。

Ａ

ところが鯉は夕方近くなって漸く釣る
ことが出来た＊ので＊、つまり私は随
分多くの琵琶の実を失敬してしまった
のである。

◆喇噐◆岷欺仔肢扮蛍嘉繍扇噬許貧栖，
◆侭參◆厘鈎字秒徭裕郭阻㌢輝謹議菫
菲。

Ａ 伊豆天城 川端康成

私は失職していた＊ので＊、この見物
は私にとって最も適切なるものであっ
たのだ。

緩扮，厘屎壓払匍，宸嶽歌鉱，斤厘栖傍椎
頁壅栽癖音狛議阻。 Ｃ

或る夜、むし暑い＊ので＊私は夜明け
まで眠らなかった。

匯爺匚絡，糞壓弾犯音狛，厘匯匚隆鋒岷
欺爺苧。

Ｃ

「……そんな姉さんでござんすのに、
妹の富士山は姉さん思いで、毎日伸び
上って屏風越しに姉さんを見ていまし
た＊ので＊、日本一の高い山になった
んでござんすよ。」

“……勝砿純純宸劔，辛源平表鍛鍛㌫廷純
純，耽爺脅阜海憶徨，埆狛徳疼冥李純純，
◆侭參◆祥延撹晩云恷互議表阻啄。” Ａ

……とにかく、日本の舟と伊豆との因
縁は、いろんな時代に記録を残して、
淺からぬものだ。勿論これは、伊豆が
海に突き出た国だ＊から＊だ。

悳岻，晩云巻峪才卅狭議咀垉，壓光倖扮
旗脅藻和阻芝村，辛僚坿垓送海。輝隼，宸
頁◆咀葎◆卅狭磯戯阜㏍今円。

Ａ

うしろは富士、足柄、箱根の山々に取
り囲まれている＊から＊なほ、この黒
潮の海に立ち昇る水蒸気が半島を豊か
みに潤し、伊豆全体の火山岩をぽろぽ
ろ砕いて肥えた土地とする。

◆咀葎◆嘘中律汎彭源平、怎凹、㌃功議
表騨，◆侭參◆，邦對廿貫哲送議今中幅
軟栖，割蛍償非彭磯戯，聞屁倖卅狭議諮
表冫計計哩鯛，晒撹阻景琳議輿仇。

Ａ

「名物は山葵と椎茸さ。天城の山葵は
日本一という自慢で、東京のいい料理
屋へ出る＊から＊、ここの山葵澤はな
かなかの財産だ。……」

“嗤兆議蒙恢頁表囀才㌧髮犇。爺廓議表
囀，徭攫葎晩云及匯，畏貧阻叫奨議互雫
架愈，★侭參★，宸戦議表囀慾仇頁匯永
辛鉱議夏源。

Ｂ

なぜこの池にこんな蛙がいるのかとい
うと、土屋校長（湯ケ島小学校）の説
明によれば、八丁ケ池には井守が多い
＊から＊、池の中で産卵すると皆食わ
れてしまう。

葎焚担宸倖学徨嗤宸嶽楳養椿？象輿塁丕
海（明戯弌僥）議盾瞥，宸◆頁咀葎◆伊供
学嗤載謹鴈鵞，楳養壓学戦恢耐祥瓜郭渠
阻。

Ｃ－１
花は眠ら
ない

寒極慎撹

花は眠らないと気づいたのも、宿屋に
ひとりいる私が、夜なかの四時に目を
さました＊から＊かもしれない。

匆俯，◆屎咀葎◆厘鏡徭匯繁廖壓唾鋼，
旺壓争蛙４泣佰栖，◆侭參◆祥窟⑬阻雑
隆蓄。

Ａ

四五人で組んで行くんだが、一人が二
十五圓とかいう話だった＊から＊、伊
豆では伊東のゴルフ、これは会費三百
圓の外に雑費百圓と本に書いてあった
が、まあ二つとも贅澤なスポオツ
だ。」

膨励倖繁匯怏，象傍匯繁25垈。慕貧亟彭，
卅叫議互櫛健白魁，茅阻宿300垈氏継岻
翌，珊勣宿100垈議墫継。壓卅狭，宸曾㍻
祥麻頁互㍾継議悶圄塰強阻。 Ｃ

つかれている＊ので＊早く寝た。 厘厮将藤厩音唇阻，◆祥◆壼壼貧阻寛。 Ａ

近頃不図思い出して、あゝして置いて
は転宅の際などに何処へ散逸するかも
知れない＊から＊、今のうちに表具屋
へ遣って懸物にでも仕立てさせようと
云う気が起った。

除栖策隼芝軟，状誼宸劔慧崔，飛頁嗤倖
衣濡轍卞岻並，不匯音風，宴音岑氏柊払
壓焚担仇圭。◆侭參◆㌫羨震委万僕欺駱
冊糾肇，駱匯駱傅航軟栖。

Ａ 子規の絵 歪朕朋墳

お袋の愚痴を聞くのが嫌やだ＊から
＊、わざわざ出かけて行こうという気
持は滅多に起さない。

音狛厘鳩糞音垳油銚牌議偈澡，◆侭參◆
載富㌫廨殻指社心李。 Ａ おふくろ 井伏鱒二

「この家のものは、男が早死にする＊
から＊、お前も気をつけて」

“壑断社議繁，槻徨脅頁壼棒，低匆勣廣吭
兔。……”

Ｃ

敷地は底が岩盤だ＊から＊木の育ちも
悪く、五十年前にひょろひょろしてい
た松の木は未だにひょろひょろであ
る。

★喇噐★優垪議仇和畠頁冫墳，峯匆音叟
伏海。励噴定念議椎臣聾海議防峯，崛書
挽隼嗽聾嗽樋。

Ａ

裏山が西陽を早くかげらせる＊ので
＊、菜園畑も日陰になっている間が多
く、ここに出来る作物のうち唯一の自
慢の種はコンニャクだけである。

◆喇噐◆廉弍議剩高壼壼祥瓜朔表孳廖，
暇坩仇貧高孚議扮寂載玉。宸戦議恬麗
嶄，率匯峙誼推勦議祥頁囀遊。

Ａ

庭に三つの小さな池がある＊ので＊湿
気が多く、……

院子里有三个水池，◆所以◆相当潮湿。
Ａ

但、映画の場合は第三者が介在するの
だ＊から＊私は意に介さない。

不过、改编成的电影，◆因为◆有第三者
插手，◆所以◆我并不介意。

Ａ

「倉の二階にまだ書画があるかしら
ん。あれはみんな偽物だ＊から＊、も
し人に売るなら、偽物は偽物として
売った方がよいのじゃないかしらん」

“均型議屈促貧珊嗤症慕鮫杏？椎脅頁邪
叫廉，勣頁沢公艶繁，辛艶輝寔議沢。”

Ｃ

「女によって人間性と和解」しようと
した＊から＊、ストリンドベルヒの恋
愛悲劇は起ったのである。

◆屎咀葎◆帽蒙爽韻㌫“宥狛溺繁嚥繁來
才盾”，◆侭參◆嘉窟伏阻禅握丑丞。 Ａ 末期の眼 川端康成
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また一方、しゅう舊家などの血はたい
てい病み弱まっているものだ＊から
＊、残燭の焔のように、滅びようとす
る血がいまはの果てに燃え上ったの
が、作家とも見られる。

総匯圭中，屎★咀葎★兆壇弊社議朔听寄
脅撓樋謹押，◆侭參◆匆辛參委恬社心撹
蝶匯僮由議指高郡孚，祥№火幤議諮刎賂
註岻念珊壓伴付匯劔。

Ａ

……けれども自然の美しいのは、僕の
末期の目に映る＊から＊である。

徽頁，徭隼★岻侭參★胆，頁◆咀葎◆啌
秘阻厘議匝嶮岻凛議垉絞。

Ａ

この「作品は、私に幸福を感じさせる
と同時に、また一種の深い不幸を感じ
させる。」と私が書いたのは、友人の
仕事を羨望したり、祝福したりするよ
りも前に、なにかしら不安を覚え、ぼ
んやりした憂えにとざされた＊から＊
であった。

輝扮，厘奚宸劔亟祇：宸何“恬瞳聞厘侮湖
侑牽，揖扮嗽聞厘湖欺匯嶽侮侮議音侑”。
◆咀葎◆壓⑱捗、廝牽嗔繁議撹示岻念，
厘祥湖欺蝶嶽音芦，葎匯嶽譛譛詈詈議喃
打侭是氾。

Ａ

我々は、知らぬ間に、我々の裡にある
あらゆる人間を、それらの模擬物に附
與する。何となれば、我々の生きる能
力は、生きさせる能力をも含んでいる
＊から＊である。

厘断壓音岑音状岻寂，祥委坪伉議侭嗤繁
廬算撹宸乂庁亭麗。★咀葎★厘断議伏贋
嬬薦，匆淫根彭聞庁亭麗試軟栖議嬬薦。

古賀春江氏は本来が水彩画家だったと
いう＊ので＊、水彩の絵具と絵筆とが
棺に納められた。

◆咀葎◆硬斎敢臭云栖祥頁邦科鮫社，◆
侭參◆邦科鮫醤才鮫永脅檎壓阻貢可戦。

Ａ

女の人が鏡の前に坐っていた。その姿
が全く夢二氏の絵そのままな＊ので
＊、私は自分の眼を疑った。

匯倖溺繁恫壓承徨中念，庁劔嚥知屈議鮫
蛍坐音餓。厘音鋤山夘徭失議凛商。

Ｃ

家が貧しくてひとから学資の支給を受
けていた＊ので＊、もしゃ落第すると
それきりその支給を断たれる恐れが
あったのである。

◆咀葎◆社洞，僥継真麿繁彿廁，嵐匯藻
雫，訊殿祥壅涙隈誼欺偬僥議僥継阻。

Ａ

夏目漱石
先生の追
憶

寺田寅彦

とにかくこの重大な委員の使命を果た
したあとでの雑談の末に、自分は「俳
句とはいったいどんなものですか」と
いう世にも愚劣なる質問を持ち出し
た。それは、かねてから先生が俳人と
して有名なことを承知していたのと、
そのころ自分で俳句に対する興味がだ
いぶ発酵しかけていた＊から＊であ
る。

壓頼撹阻宸匯嶷寄議溜埀聞凋岻朔議墫霧
匆繍潤崩議扮昨，厘戻竃阻匯倖督葎嘲喪
議諒籾：“拿鞘梢捷頁焚担椿？”宸溜糞頁
◆喇噐◆厘消剿枠伏恬葎匯倖拿鞘社議寄
兆，賜宀頁徭失斤拿鞘議佶箸厮将封葎湯
嬪岻絞。

Ａ

裏の物置きなら明いている＊から＊来
てみろ……

“峪嗤朔中均墫麗議塁徨疏匯乂，低栖心
心！”

Ｃ

畳がはいであってごみだらけでほんと
うの物置きになっていた＊ので＊、
すっかりしょげてしまって退却した。

厘匯需椎塁戦諾頁征侍，銭課朗脅短嗤，
頁倖兆険凪糞議墫麗寂，◆宴◆亶賑阻，
嬉㍾阻宸倖廷遊。

Ｂ

先生の留学中に自分は病気になって一
年休学し、郷里の海岸で遊んでいた＊
ので＊、退屈まかせに長たらしい手紙
をかいてはロンドンの先生に送った。

先生留学其间我因病休学一年，在故乡的
海岸边疗养。我不堪寂寞，给先生写了冗
长的信寄往伦敦。

Ｃ

自分が学校で古いフィロソフィカル・
マガジンを見ていたらレヴェレンド・
ハウトンという人の「首つりの力学」
を論じた珍しい論文を見つかった＊の
で＊先生に報告した……

厘壓僥丕鍬堋學僥社墫崗扮心欺兆出棲璃
逓・込禽議匯鐙胎峰《貧虚議薦僥》議蓮謎
議胎猟，◆宴◆御盆阻枠伏。 Ｂ

それはおもしろい＊から＊見せろ…… 枠伏傍：“宸載嗤箸，処厘心心。” Ｃ

「君、服を新調した＊から＊一つ見て
くれ」

“哀，厘仟恂阻匯耗丗捲，仞浜仞浜杏。” “哀，厘仟恂阻匯耗丗捲，仞浜仞浜杏。”
Ｃ

自分が生来のわがまま者でたとえば
引っ越しの時などでもちっとも手伝わ
なかったりする＊ので＊、この点でも
すっかり罰点をつけられていた。

厘珊頁倖伏栖嗹峇議繁，枠伏衣社扮厘匆
短肇逸脱，宸匯泣匆匯岷瓜枠伏航壓恁
貧。

Ｃ

「虞美人草」を書いていたところに、
自分の研究をしている実験室を見せろ
と言われる＊ので＊、一日学校へ案内
して地下室の実験装置を見せて詳しい
説明をした。

枠伏亟弌傍《嘶胆繁課》議扮昨斤厘傍：“厘
斑低心心厘貫並冩梢議糞刮片杏。”匯爺，
麿揮厘歌鉱阻僥丕仇和片戦議糞刮廾崔旺
恬阻㌣聾議傍苧。

Ｃ

歌が朗詠風のものであった＊ので＊、
私は歌わせていながら、何だか自分が
天国に行って、天女のコーラスを聴い
ているような、何ともいいがたい感じ
がした。

梧爆嗤匯嶽蟹鮒違議欠鯉，◆侭參◆，厘
斑僥伏處蟹，徭失匆姉泌幅欺爺忽髢油鷲
溺議栽蟹，音喇誼恢伏阻匯嶽佃參侘否議
秤湖。

Ａ 純粋の声 川端康成

甘美な若々しさに溢れて、私は目の前
に彼女等の姿を見るよりも、少女の生
命をひたと感じることが出来た。盲目
のように声のみを聞いた＊から＊であ
る。

椎蕗咄割諾阻矢胆議嵒壷賑連，厘議凛念
径倹心需阻慢断議侘℡，厚湖鞭欺阻富溺
議楳敢試薦，祥№辰繁匯劔，峪頁買油蕗
咄。

Ｃ

……と書きながら私は、太い首、厚い
胸、それに拳闘家か金剛力のような
腕、野獣のように逞しい、フランスの
年増女、ルネ・シュメエを思い出し
た。彼女が宮城氏と合奏するのを、私
が聞いた＊から＊であろう。

……亟欺宸戦，厘音鋤㌫軟阻隈声廉議嶄
定溺來責坪・普潮蒙溺平，◆咀葎◆厘油狛
慢嚥幸廓議栽怙。慢憶徨間彝，俟謙搾糞，
返欄№鉢似社賜寄薦平匯劔，屁倖№勸舗
匯劔宗彝嗤薦。

しかもルネの男らしさにも、道雄の少
女らしさにも、みぢんもいやみがな
く、高い芸術の心に達した人の、美し
い同情の現われな＊ので＊、聴衆の音
楽的感興は二倍にされ、嵐のような歓
呼が鳴りやまなかった。

“遇拝，壓責坪槻來晒才祇俛富溺違議侘℡
戦，短嗤匯泣網繁凵議叫廉，燕⑬竃厮實
簒宝議晒廠議繁議胆挫議揖秤伉。◆侭參
◆，油巉斤咄赤議佶箸撹蔚奐海，跡貯違
議散柵蕗将消音連。

Ａ

それから間もなく動坂の古賀の家の二
階で、どれでも好きな絵をくれる＊か
ら＊と、三十号の油絵を五六點見せら
れた。

緩朔音消，壓強梳議硬斎社議屈促貧，麿
傍，低浪散陳嫌鮫，祥僕低陳嫌鮫，◆嗽◆
公厘心阻励鎗嫖30催議嗟鮫。

Ｂ
古賀春江
と私

川端康成

私はこの絵をほしかったが、私から一
枚買ってくれるように頼んだ犬養健氏
がこれをえらんだ＊ので＊、わたしは
「遊園地」を買った。

厘奚将㌫誼欺宸嫌鮫。徽溌劍宗薬阻宸嫌
鮫，旺溜熔厘杭択，厘◆祥◆択阻《嗄赤
坩》。

Ｂ

グリリイ夫人は古賀の遺作展に心を動
かされて、「日本タイムス」に小論を
書きたいが、古賀のことはなにも知ら
ない＊ので＊、古賀の生涯について私
に聞きたいとの手紙だった。

針栓栓健繁葎硬斎議凖恬婢侭湖強，嬉麻
葎《晩云扮烏》亟匯鐙弌胎，徽斤硬斎議秤
趨匯涙侭岑，◆侭參◆亟佚㏍厘嬉油硬斎
議伏峠並治。

Ａ

考えてみると、およそ世の中に、善意
の善人ほど始末に困るものはないので
ある。ぼく自身の記憶からいっても、
ぼくは善意、純情の善人から、思わぬ
迷惑をかけられた苦い経験は数限りな
くあるが、聡明な悪人から苦杯を嘗め
させられた覚えは、かえってほとんど
ない＊から＊である。

㌫栖，弊貧寄埃短嗤№鋲吭議鋲繁椎劔佃
參哘原議繁阻。貫厘徭附議芝吮，軸嗤涙
方祐逗議将刮，糟縮狛鋲吭、歓秤議鋲繁
夛撹議兵創音式議醍軍，遇叱窄音芝誼郭
狛艦苧議具繁議逗遊。 Ｃ
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訳文

悪人というものは、ぼくにとっては案
外始末のよい、付き合い易い人間なの
だ。という意味は、悪人というのは概
して聡明な人間に決っているし、それ
に悪というもの自体に、なるほど現象
的には無限の変化を示しているかもし
らぬが、本質的にはおのずからにして
基本的グラマーとでもいうべきものが
ある＊から＊である。

侭僚具繁，斤厘栖傍，頁自挫斤原、叟噐住
吏議繁。宸劔傍，◆頁咀葎◆具繁寄脅頁
艦苧繁，遇拝具議云附，匆俯議鳩壓⑬℡
貧格⑬竃涙博勝議延晒，徽壓云嵎貧抜徭
嗤凪児云圻夸。 Ａ

それに反して、金が好きで、女が好き
で、名誉心が強くて、利得になること
ならなんでもする、という人たちほ
ど、ぼくは付き合いやすい人間を知ら
ぬのだ。第一、サバサバしていて気持
がよい。安心いて付き合える。金が好
きでも、ぼくに金さえなければ取られ
る心配はないし、女が好きでも、ぼく
が男である限り迷惑を蒙るおそれはな
い。名誉心が強ければ、どこかよそで
それを掴んでくれればよいのだし、利
得になることならどんなことでもする
といっても、ぼくに利権さえなければ
一切は風馬牛である。これならば常に
淡々として、君子の交りができる▼▼
から▲である。

郡岻，厘音岑祇曳挫熱、挫弼、兆圉湖膿、
率旋頁夕議繁，厚否叟住吏議阻。遍枠，孤
巌訪酔，伉秤穂芥。辛參伉芦尖誼仇住吏。
勝砿握熱，厘銭熱脅短嗤，匆祥音喘毅伉
瓜裕；勝砿挫弼，厘頁槻繁，祥音喘墾殿耶
醍軍；勣頁兆圉湖膿，祥辛參嗤焚担委凹瓜
厘廛廖；軸宴率旋頁夕，厘銭蒙幡脅短嗤，
祥匯俳脅欠瀧釘音㌢式。勣頁宸劔，祥辛
參撹葎記記議埴徨岻住。 Ｃ

無私、無欲、滅私奉公などという人間
にいたっては、ぼくは逸早くおぞ気を
ふるって、厳重な警戒を怠らぬように
してきている。いいかえれば、この種
の人間は何をしでかすかわからぬ＊か
ら＊である。

崛噐涙暴、涙圀、針失月巷議繁，厘禽扮祥
賄誼襟狢，互業巡姥，音糊嗤某坐亳機。算
冱岻，厘音岑祇宸嶽繁氏孤竃焚担栖。

Ｃ
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